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A-Policy

　
生
産
振
興
部
は
こ
れ
ま
で
、
Ｊ
Ａ
長
野
中

央
会
、
Ｊ
Ａ
長
野
県
信
連
、
Ｊ
Ａ
全
農
長
野

の
共
通
機
構
と
し
て
事
業
展
開
を
し
て
き
た

「
Ｊ
Ａ
長
野
県
営
農
セ
ン
タ
ー
」
を
発
展
的

に
解
散
し
、
全
農
長
野
単
独
の
部
署
と
し
て

今
年
度
新
設
さ
れ
た
部
署
で
す
。

　
生
産
振
興
部
は
、
野
菜
・
果
樹
に
特
化
し

た
生
産
振
興
、
災
害
に
強
い
施
設
及
び
ス

マ
ー
ト
農
業
の
普
及
推
進
、
優
良
種
苗
の
安

定
供
給
、
営
農
指
導
員
の
支
援
、
Ｇ
Ａ
Ｐ
基

準
の
準
拠
に
よ
る
安
全
安
心
な
農
産
物
の
安

定
生
産
・
供
給
体
制
の
構
築
、
技
術
情
報
誌

発
行
な
ど
を
事
業
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
、
生
産
振
興
部
の
主
な
取
組
み

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

１
．
マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
を
起
点
と
し
た

生
産
振
興

　
販
売
部
署
の
把
握
す
る
マ
ー
ケ
ッ
ト
ニ
ー

ズ
に
基
づ
い
た
生
産
振
興
の
重
点
品
目
を
設

定
し
、
生
産
基
盤
・
生
産
量
の
拡
大
に
取
り

組
み
ま
す
。

　
野
菜
は
ミ
ニ
ト
マ
ト
と
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
に

重
点
を
置
き
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
で
は
台
木
を
使

用
し
て
作
期
の
拡
大
な
ど
に
よ
る
収
量
性
改

善
試
験
を
行
い
、
更
な
る
拡
大
へ
の
実
証
提

案
に
取
り
組
み
ま
す
。
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
反

収
向
上
に
向
け
た
モ
デ
ル
圃
場
を
設
置
し
、

実
証
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
Ｊ
Ａ
若

手
技
術
員
の
ス
キ
ル
向
上
を
目
的
と
し
た
優

良
圃
場
の
視
察
や
研
修
会
の
開
催
も
計
画
し

て
い
ま
す
。
収
穫
後
の
荷
造
り
に
つ
い
て
は

調
整
・
結
束
作
業
の
共
選
体
制
を
検
討
し
、

生
産
面
だ
け
で
な
く
出
荷
量
に
結
び
つ
く
取

組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
果
樹
で
は
、
多
収
性
と
労
働
生
産
性
向
上

が
見
込
め
る
生
産
技
術
と
し
て
、
リ
ン
ゴ
の

高
密
植
わ
い
化
栽
培
を
推
進
し
、
生
産
量
の

拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

２
．
気
象
変
動
に
強
い
施
設
化
の
推
進

　
生
産
安
定
と
収
量
増
を
目
指
す
た
め
に
、

施
設
化
の
推
進
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
果
菜
類
で
は
、
簡
易
雨
除
け
施
設
に
よ
る

長
期
収
穫
と
品
質
安
定
を
目
指
し
、
溶
液
栽

培
な
ど
の
高
度
技
術
の
普
及
推
進
と
モ
デ
ル

圃
の
設
定
に
よ
る
実
証
を
並
行
し
て
進
め
ま

す
。

　
果
樹（
リ
ン
ゴ
高
密
植
わ
い
化
栽
培
）で
は
、

強
風
に
備
え
る
た
め
ト
レ
リ
ス
の
補
強
が
必

生産振興部

魅
力
あ
ふ
れ
る
持
続
可
能
な
長
野
県
農
業
を
目
指
し
て

生
産
振
興
部
の
取
組
み

要
で
す
。
果
樹
全
般
と
し
て
は
、
適
正
な
強

度
を
備
え
た
平
棚
・
ハ
ウ
ス
、
日
焼
け
防
止

や
防
雹
を
目
的
と
し
た
多
目
的
ネ
ッ
ト
等
の

設
置
、
こ
れ
ら
を
備
え
た
モ
デ
ル
圃
を
設
定

し
、
実
証
と
合
わ
せ
な
が
ら
生
産
安
定
・
収

量
増
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

３
．
機
械
化
・
ス
マ
ー
ト
農
業
の
推
進

　
農
業
分
野
で
も
Ａ
Ｉ
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
な
ど
最
先

端
技
術
開
発
は
目
覚
ま
し
く
、
国
も
こ
れ
ら

を
駆
使
し
た
新
し
い
農
業
ス
タ
イ
ル
を
提
唱

し
て
い
ま
す
。
全
農
長
野
及
び
行
政
機
関
等

の
関
係
部
署
と
連
携
し
て
情
報
収
集
に
あ
た

り
、
実
演
や
研
修
会
を
と
お
し
て
実
用
化
に

向
け
検
討
を
進
め
ま
す
。

　
農
作
業
の
機
械
化
に
お
い
て
は
昨
年
ま
で

の
実
証
を
踏
ま
え
、「
キ
ャ
ベ
ツ
収
穫
機
」「
ス

イ
ー
ト
コ
ー
ン
収
穫
機
」「
ダ
イ
コ
ン
収
穫

機
」
の
運
用
開
始
ま
た
は
導
入
検
討
が
進
ん

で
い
ま
す
。「
ネ
ギ
移
動
式
作
業
小
屋
」
は

既
に
運
用
さ
れ
て
お
り
、
作
業
軽
減
に
よ
り

栽
培
面
積
が
拡
大
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
労
働
力
不
足
に
よ
る
生
産
減
を
機
械
化
に

よ
っ
て
補
完
し
、
生
産
力
の
維
持
・
拡
大
に

結
び
付
け
る
よ
う
、
実
演
・
実
証
を
継
続
し

ま
す
。
更
に
、
収
穫
後
の
出
荷
・
荷
造
り
・

調
整
に
対
す
る
対
応
も
必
要
で
す
。
従
来
の 

市
場
向
け
規
格
品
だ
け
で
な
く
、
販
売
・
営

業
部
署
と
も
連
携
し
、
Ｊ
Ａ
と
共
に
出
荷
形

態
を
広
げ
た
対
応
を
生
産
者
に
提
案
し
て
い

き
ま
す
。 

４
．
優
良
種
苗
の
安
定
生
産
推
進

　
所
管
す
る
野
菜
種
苗
セ
ン
タ
ー
で
は
、
優

良
種
苗
の
安
定
生
産
体
制
の
強
化
に
取
り
組

み
ま
す
。
リ
ン
ゴ
の
苗
木
供
給
で
は
、
Ｊ
Ａ

出
資
法
人
に
委
託
し
フ
ェ
ザ
ー
苗
等
の
生
産

に
も
注
力
し
、
本
年
度
は
４
万
本
の
フ
ェ

ザ
ー
苗
の
生
産
供
給
に
向
け
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。

５
．
安
全
・
安
心
な
農
産
物
の
安
定
的
な

生
産
・
供
給
体
制
の
推
進

　
Ｊ
Ａ
長
野
県
グ
ル
ー
プ
で
は
安
全
・
安
心

な
農
産
物
を
供
給
す
る
た
め
、
今
年
度
は
農

林
水
産
省
の
Ｇ
Ａ
Ｐ
共
通
基
礎
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
完
全
準
拠
し
た
新「
長
野
県
Ｇ
Ａ
Ｐ
基

準
」、
新「
長
野
県
適
正
農
業
規
範
」
等
に

グ
ル
ー
プ
を
あ
げ
て
Ｇ
Ａ
Ｐ
手
法
の
推
進
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
安
心
安
全
シ

ス
テ
ム
の
運
用
や
自
主
検
査
を
行
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
生
産
振
興
部
で
は
、
営
農
セ

ン
タ
ー
か
ら
継
続
し
た
事
業
に
加
え
新
た
な

事
業
を
展
開
し
て
、「
魅
力
あ
ふ
れ
る
持
続

可
能
な
長
野
県
農
業
」
を
目
指
し
、
農
業
生

産
現
場
に
積
極
的
に
出
向
き
、
Ｊ
Ａ
と
共
に

取
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

キャベツ収獲機の稼働状況 ネギ移動式作業小屋の外観

ネギ移動式作業小屋での作業風景
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改
革
推
進・企
画
課

　
長
野
県
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
改
良
同
志

会（
事
務
局
／
東
信
畜
産
酪
農
セ
ン

タ
ー
）
は
３
月
29
日
㈮
、「
第
45
回

長
野
県
Ｂ
＆
Ｗ（
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ン
ド

ホ
ワ
イ
ト
）
シ
ョ
ウ
」
を
小
諸
市
の

小
諸
家
畜
市
場
で
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
シ
ョ
ウ
は
、
長
野
県
内
外
に
お

け
る
代
表
的
な
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
を

展
示
し
て
、
そ
の
改
良
水
準
を
比
較

検
討
し
、
今
後
の
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種

の
改
良
と
生
産
者
同
士
の
交
流
を
促

進
す
る
と
と
も
に
、
酪
農
の
発
展
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
て

い
ま
す
。

　
審
査
員
に
北
海
道
で
酪
農
を
営
む

上
野
元
一
氏
を
迎
え
、
県
内
各
地
の

生
産
者
が
手
塩
に
か
け
て
育
て
た
56

頭
の
体
形
の
バ
ラ
ン
ス
等
を
審
査
し

ま
し
た
。
審
査
は
１
〜
14
の
部
に
分

け
て
行
い
、
各
部
毎
に
審
査
員
よ
り

丁
寧
な
審
査
講
評
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
未
経
産
牛（
子
牛

を
生
ん
で
な
い
牛
）
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
は
群
馬
県
立
吾
妻
中
央
高

等
学
校
出
品
の
第
４
部
ナ
カ
コ
ー 

シ
ヤ
ン
グ
リ
ラ 

バ
イ
ウ
エ
イ 

イ
ブ 

Ｅ
Ｔ
、
リ
ザ
ー
ブ
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
は
同
高
校
出
品
の
第
１
部
ア

ガ
チ
ュ
ー 

Ｌ 

ミ
ン
ト
、
県
知
事
賞

に
は
全
農
長
野
八
ヶ
岳
牧
場
出
品
の

ス
プ
レ
ン
ド
ー
ル 

ア
プ
リ
コ
ツ
ト 

ス
ノ
ー
プ
リ
ン
セ
ス
が
受
賞
し
ま
し

た
。
経
産
牛（
子
牛
を
生
ん
だ
牛
）グ

ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
お
よ
び
県
知

事
賞
は
小
林
和
行
氏（
Ｊ
Ａ
上
伊
那
）

出
品
の
第
10
部
ケ
ー 

ス
ト
ー
ク 

マ

ツ
カ
チ
エ
ン 

ダ
ツ
チ
ヨ
ビ 

リ
ツ
、

リ
ザ
ー
ブ
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

は
小
林
政
幸
氏（
Ｊ
Ａ
佐
久
浅
間
）

出
品
の
第
９
部
ス
プ
レ
ン
ド
ー
ル 

ア
プ
リ
コ
ツ
ト 

ア
フ
タ
ー 

リ
サ
ー

ナ
が
受
賞
し
ま
し
た
。
ま
た
、
第
15

部
で
は
小
学
生
か
ら
高
校
生
が
リ
ー

ド
マ
ン（
牛
を
引
く
役
）
と
し
て
の

技
術
を
競
い
、
中
学
生
以
下
の
部
で

は
新
海
市
郎
さ
ん
（
南
佐
久
郡
南
牧

村
・
南
牧
中
学
校
）、
高
校
生
の
部

で
は
佐
藤
美
羽
さ
ん
（
群
馬
県
・
吾

妻
中
央
高
校
）
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
各
部
の
審
査
で
は
、
県
内
農
業
高

校
生
に
よ
る
ジ
ャ
ッ
ジ
ン
グ
コ
ン
テ

ス
ト（
模
擬
投
票
を
行
い
、
審
査
結

果
と
比
較
す
る
コ
ン
テ
ス
ト
）
も
同

時
に
行
わ
れ
、
優
秀
賞
に
は
上
伊
那

農
業
高
校
の
金
井
文
乃
さ
ん
が
選
ば

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
４
月
25
日
〜
27
日

に
静
岡
県
御
殿
場
市
で
開
催
さ
れ
る

「
２
０
１
９
セ
ン
ト
ラ
ル
ジ
ャ
パ
ン

ホ
ル
ス
タ
イ
ン
シ
ョ
ウ
」
の
選
考
も

兼
ね
て
お
り
、
上
位
入
賞
牛
13
頭
が

出
場
し
ま
す
。

　
今
回
も
県
内
を
中
心
に
多
く
の
出

品
が
あ
り
、
若
き
酪
農
家
の
熱
気
溢

れ
る
シ
ョ
ウ
と
な
り
ま
し
た
。
今
後

も
こ
の
シ
ョ
ウ
を
継
続
開
催
す
る
こ

と
で
、
酪
農
家
の
相
互
交
流
を
深
め
、

飼
養
管
理
技
術
の
向
上
と
、
長
命
連

産
で
生
涯
乳
量
の
高
い
後
継
牛
生
産

の
一
助
と
な
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま

す
。

　
Ｊ
Ａ
全
農
長
野
は
３
月
27
日
㈬
、
平
成
31

年
度
会
員
会
議
を
Ｊ
Ａ
長
野
県
ビ
ル
で
開
催

し
ま
し
た
。

　
雨
宮
勇
運
営
委
員
会
会
長
が
議
長
を
務
め
、

豊
田
実
副
会
長
と
小
林
哲
男
県
本
部
長
が
事

業
計
画
を
説
明
し
ま
し
た
。

　
雨
宮
会
長
は
あ
い
さ
つ
で
、「
２
０
１
９

年
度
は
新
た
な
Ｊ
Ａ
長
野
県
長
期
ビ
ジ
ョ
ン

『
食
と
農
で
地
域
に
笑
顔
を
つ
く
り
ま
す
』

の
実
現
に
向
け
た
３
カ
年
計
画
の
実
施
初
年

度
で
す
。
３
つ
の
重
点
実
施
項
目『
①
農
業

生
産
基
盤
の
強
化
に
よ
る
産
地
の
維
持
』『
②

組
合
員
と
Ｊ
Ａ
の
つ
な
が
り
強
化
』『
③
総

合
事
業
を
支
え
る
Ｊ
Ａ
経
営
基
盤
の
確
立
』

を
掲
げ
、
Ｊ
Ａ
長
野
県
グ
ル
ー
プ
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
す
」
と

力
を
込
め
ま
し
た
。

　
全
農
長
野
は
31
年
度
総
供
給
販
売
高
計
画

を
２
，
７
７
５
億
円（
前
年
比
１
０
１
％
）

と
し
、
主
な
取
組
み
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
積
極
的
な
生
産
振
興
に
基
づ
く
農
業
生
産

基
盤
の
維
持
強
化
の
た
め
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
イ

ン
を
起
点
と
し
た
生
産
提
案
の
他
、
生
産
安

定
と
収
量
増
を
目
指
し
た
施
設
化
の
推
進
、

災
害
に
強
い
農
業
の
普
及
推
進
、
ス
マ
ー
ト

農
業
の
推
進
、
優
良
種
苗
の
安
定
供
給
を
図

り
ま
す
。

　
販
売
力
強
化
と
コ
ス
ト
低
減
に
よ
る
農
家

手
取
り
最
大
化
の
た
め
、
重
点
実
需
者
へ
の

総
合
品
目
に
よ
る
安
定
供
給
体
制
の
確
立
と

付
加
価
値
を
高
め
た
商
品
提
供
に
よ
り
販
売

力
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
効
率
的
な
輸
送

体
系
の
構
築
に
よ
り
物
流
の
安
定
化
を
図
り

ま
す
。
ま
た
、
生
産
資
材
の
原
材
料
や
企
画

の
集
約
、
農
業
機
械
の
共
同
購
入
・
レ
ン
タ

ル
促
進
・
中
古
農
機
流
通
の
拡
充
に
よ
り
生

産
コ
ス
ト
の
抑
制
を
進
め
ま
す
。

乳
牛
の
品
評
会「
第
45
回
長
野
県
B
＆
W
シ
ョ
ウ
」

酪
農
課

小学生から高校生が牛を引く技術を競う「リードマン」審査

開会のあいさつをする雨宮会長

事業計画を説明する豊田副会長

経営計画の詳細を説明する小林県本部長

J
A
長
野
県
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
を
着
実
に
実
践

平
成
31
年
度
会
員
会
議
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畜
産
課

　
Ｊ
Ａ
全
農
長
野
は
４
月
15
日
㈪
、
桜
の
花

が
残
る
京
都
市
食
肉
市
場
で
「
第
31
回
信
州

和
牛
枝
肉
共
励
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
県
内
各
地
か
ら
選
り
す
ぐ
り
の
信
州
和
牛

37
頭
が
上
場
さ
れ
、
セ
リ
販
売
に
先
立
ち
行

わ
れ
た
枝
肉
審
査
で
、
Ｊ
Ａ
み
な
み
信
州
の

井
坪
章（
い
つ
ぼ
・
あ
き
ら
）
さ
ん
の
去
勢

牛
が
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
井
坪
さ

ん
の
牛
は
買
参
人
の
間
で
も
フ
ァ
ン
が
多
く
、

長
野
県
の
〝
名
人
〞
の
ひ
と
り
で
す
。
月
齢

30
か
月
、
枝
肉
重
量
も
５
５
０
㎏
を
超
え
る

し
っ
か
り
し
た
体
型
で
、
ロ
ー
ス
芯
面
積
90

㎠
、
霜
降
り
度
合
い
を
示
す
Ｂ
Ｍ
Ｓ
ナ
ン

バ
ー
は
12
と
、
京
都
市
場
が
独
自
に
定
め
る

「
京
都
特
選
牛
」
に
も
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
セ
リ
で
は
枝
肉
の
高
評
価
を
反
映
し
、
３
，

５
０
５
円
／
㎏
で
落
札
さ
れ
、
京
都
食
肉
市

場
買
参
事
業
組
合
理
事
長
で
あ
る
〝
銀
閣
寺

大
西
〞
様
が
購
買
さ
れ
ま
し
た
。

　
37
頭
中
35
頭
が
４
等
級
以
上
で
、
全
て
信

州
プ
レ
ミ
ア
ム
牛
肉
に
認
定
さ
れ
る
レ
ベ
ル

の
高
い
共
励
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
は
天
皇
陛
下
の
ご
退
位
な
ら
び
に
ご

即
位
を
控
え
、
大
型
連
休
と
祝
賀
ム
ー
ド
が

重
な
り
、
和
牛
需
要
の
盛
り
上
が
り
が
期
待

さ
れ
ま
す
。
ち
ょ
う
ど
行
楽
・
連
休
向
け
の

原
料
手
当
て
が
始
ま
る
時
期
と
な
り
、
共
励

会
の
出
品
牛
は
ど
れ
も
高
値
で
競
り
落
と
さ

れ
て
い
き
ま
し
た
。

　
京
都
市
場
で
は
相
変
わ
ら
ず
信
州
産
は
人

気
が
あ
り
、「
信
州
プ
レ
ミ
ア
ム
牛
肉
」
も

か
な
り
定
着
し
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
畜
産

課
は
、
さ
ら
に
「
信
州
和
牛
」「
信
州
プ
レ

ミ
ア
ム
牛
肉
」
の
認
知
度
向
上
を
図
る
た
め
、

関
西
地
区
で
の
販
売
促
進
に
し
っ
か
り
と
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

牛
肉
の
食
文
化
が
花
開
く「
京
都
」を
ご
紹
介

〜
信
州
プ
レ
ミ
ア
ム
牛
肉
の
楽
し
み
方
〜

　
修
学
旅
行
な
ど
で
誰
も
が
一
度
は
訪
れ
た

こ
と
が
あ
る
京
都
。
京
都
市
内
は
碁
盤
の
目

の
よ
う
に
、
東
西
南
北
に
走
る
通
り
で
構
成

さ
れ
て
い
る
こ
と
は
有
名
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ

の
通
り
に
固
有
の
名
前
が
あ
り
、
個
性
を

持
っ
て
存
在
し
て
い
ま
す
。
縦
の
通
り
は
河

原
町
に
近
づ
く
ほ
ど
に
新
旧
が
織
り
交
ざ
る

華
や
か
さ
と
賑
わ
い
が
増
し
ま
す
。
そ
ん
な

河
原
町
か
ら
ほ
ど
近
い
、
御
所
の
や
や
東
側

に
、
南
北
に
通
る
長
い
通
り
「
寺
町
通
り
」

が
あ
り
ま
す
。
豊
臣
秀
吉
に
ゆ
か
り
の
あ
る

通
り
で
、
老
舗
や
骨
董
店
な
ど
様
々
な
お
店

が
軒
を
連
ね
る
一
角
で
す
。す
ぐ
隣
に
は「
新

京
極
通
り
」
が
あ
り
、
修
学
旅
行
や
観
光
客

で
常
に
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
寺
町
商
店
街
を
北
に
向
か
う
と
京

都
市
役
所
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
庁
舎
は

１
９
２
７
年
に
竣
工
し
、
政
令
指
定
都
市
の

市
役
所
で
は
一
番
古
く
か
ら
あ
る
庁
舎
で
す
。

少
し
北
に
向
か
う
と
、
町
屋
の
風
情
あ
る
佇

ま
い
の
「
御
肉
処　
銀
閣
寺
大
に
し
」
が
あ

り
ま
す
。

　
こ
の
お
店
は
、
和
牛
の
最
高
峰
Ａ
５
ラ
ン

ク
を
中
心
に
、
京
都
食
肉
市
場
で
仕
入
れ
た

「
信
州
プ
レ
ミ
ア
ム
牛
肉
」な
ど
多
く
の
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
牛
を
手
掛
け
る
老
舗
精
肉
店「
銀

閣
寺
大
西
」
の
直
営
店
舗
で
、
京
町
家
の
雰

囲
気
の
中
、
最
高
級
の
和
牛
を
使
っ
た
創
作

料
理
や
焼
き
肉
を
味
わ
う
こ
と
が
出
来
ま
す
。

メ
ニ
ュ
ー
は
焼
き
肉
は
も
ち
ろ
ん
、
特
に
和

牛
を
使
っ
た
料
理
に
定
評
が
あ
り
ま
す
。
魚

介
と
和
牛
を
ム
ー
ス
で
仕
立
て
た
前
菜
や
、

和
牛
大
ト
ロ
炙
り
握
り
、
和
牛
の
タ
ン
煮
込

み
に
モ
ッ
ツ
ァ
レ
ラ
チ
ー
ズ
を
添
え
た
一
品

な
ど
、
フ
ラ
ン
ス
料
理
顔
負
け
の
メ
ニ
ュ
ー

を
堪
能
で
き
ま
す
。
ま
た
、
京
都
食
肉
市
場

買
参
組
合
理
事
長
で
も
あ
る
大
西
雷
三
社
長

が
惚
れ
込
ん
で
競
り
落
と
し
た
牛
を
一
定
期

間
冷
蔵
庫
で
熟
成
さ
せ
、
こ
だ
わ
り
抜
い
た

和
牛
で
、
芸
術
品
の
よ
う
に
お
皿
に
並
べ
ら

れ
た
霜
降
り
の
お
肉
を
京
都
特
有
の
洗
い
ダ

レ
で
食
べ
る
焼
き
肉
は
、
長
野
県
で
馴
染
み

の
な
い
食
べ
方
で
、
塩
ダ
レ
や
漬
け
ダ
レ
と

は
ま
っ
た
く
違
っ
た
味
わ
い
が
楽
し
め
ま
す
。

　
全
農
長
野
が
取
り
扱
う
信
州
プ
レ
ミ
ア
ム

牛
肉
の
約
３
割
が
京
都
市
場
で
流
通
し
、
京

都
市
内
の
飲
食
店
で
も
多
く
提
供
さ
れ
て
い

ま
す
。
京
都
へ
お
出
か
け
の
際
は
、
ぜ
ひ
足

を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

最優秀賞を受賞した枝肉

風格ある店舗入り口 えんどう豆のムースと白エビ、和牛しゃぶしゃぶ

和牛タン赤ワイン煮込み　丹波モッツレラと菜の花和牛大トロ炙り握り

銀閣寺大にしで供される長野県産の焼き肉

開会の挨拶をする畜産酪農部の平林務部長

最優秀賞の井坪さんに賞状を授与する平林部長

「御肉処　銀閣寺大にし」
京都市中京区寺町通り
二条下ル榎木町98-8
（TEL.075-842-0298）

京
都
で
も
人
気
の〝
信
州
プ
レ
ミ
ア
ム
牛
肉
〞

信
州
和
牛
枝
肉
共
励
会
の
報
告
と
京
都
の
お
店
を
ご
紹
介
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生
産
販
売
部
、畜
産
酪
農
部

果
実
課・北
信
事
業
所

現在、県下ＪＡでは「エーコープ新茶」
の重点推進を実施しております。新
茶は4月下旬～5月中旬に茶摘みさ
れた『一番茶』の新芽を使用しており
ます。その年初めて萌芽した芽を摘
む一番茶は、旨味成分であるテアニ
ンが多く含まれており、二番茶と比較
して苦味が少なくまろやかな旨みと
味わいがあります。新茶の時期にし
か味わえないさわやかな香りをどう
ぞご堪能ください！

春レタス、サニーレタス、グリーンリーフレタス、アスパラガスは5月か
ら6月に旬を迎えます。
JA全農長野は特設サイトでキャンペーンを行います。
◆ 特設サイトでは、有名料理家・料理研究家による「食べておいしい」
「作って楽しい」レシピを紹介！
◆ キャンペーン期間中にクイズに答えてご応募いただくと、抽選で
100名様に素敵な賞品をプレゼント！
◆ キャンペーン期間　4月27日（土）～6月16日（日）

生活課より

～旬の香り～ 美味しいお茶をあなたに！

野菜花き課より

長野県産
レタス・アスパラガス
キャンペーン始まります

キャンペーンの詳細は
長野県産レタス・アスパラガスキャンペーン

※キャンペーンサイトは、5月10日（金）～6月16日（日）の期間限定です。

みな様からのご応募を
お待ちしています！

　
Ｊ
Ａ
全
農
長
野
と
Ｊ
Ａ
長
野
県
農
産
物
Ｐ
Ｒ
協
議

会
は
、
３
月
21
日（
木
・
祝
）
に
開
催
さ
れ
た
「
Ｓ

Ｂ
Ｃ
こ
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
に
出
展
し
、「
農

業
た
い
け
ん
」
コ
ー
ナ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

　
酪
農
課
の
「
牛
さ
ん
の
搾
乳
体
験
」
は
２
０
０
名
、

き
の
こ
課
の
「
信
州
産
の
キ
ノ
コ
教
室
＆
も
ぎ
と
り

体
験
」
は
70
名
、
花
き
グ
ル
ー
プ
の
「
信
州
産
の
花

ア
レ
ン
ジ
体
験
」
は
90
名
の
子
ど
も
た
ち
が
〝
農
業

に
ま
つ
わ
る
体
験
〞
を
し
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
ど
の
体
験
も
真
剣
な
眼
差
し
で
参

加
し
、「
乳
搾
り
は
、
最
初
は
難
し
か
っ
た
け
ど
、

コ
ツ
を
つ
か
ん
だ
ら
い
っ
ぱ
い
搾
れ
た
」「
き
の
こ

の
も
ぎ
と
り
は
初
め
て
で
面
白
か
っ
た
」「
お
花
は

き
れ
い
で
か
わ
い
い
。
初
め
て
作
っ
た
け
ど
上
手
に

で
き
て
よ
か
っ
た
」
な
ど
、
初
め
て
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

に
目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　
フ
ェ
ス
タ
全
体
に
は
親
子
連
れ
を
中
心
に
１
２
，

６
０
０
名
が
来
場
し
、
ど
の
コ
ー
ナ
ー
も
長
い
列
が

で
き
て
い
ま
し
た
。

「
Ｓ
Ｂ
Ｃ
こ
ど
も
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
９
」で

子
ど
も
た
ち
が
農
業
体
験

　
Ｊ
Ａ
全
農
長
野
北
信
事
業
所
管
内
よ
り
ハ
ウ
ス
ブ
ド
ウ
の
出
荷
が

始
ま
り
、
４
月
18
日
㈭
に
東
京
・
大
阪
・
名
古
屋
の
市
場
に
初
入
荷

と
な
り
ま
し
た
。
人
気
の
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
の
初
荷
と
あ
っ
て

各
市
場
と
も
注
目
度
が
高
く
活
発
な
競
売
と
な
り
ま
し
た
。

　
特
に
大
果
大
阪
青
果
㈱
の
競
売
前
に
は
、
全
農
長
野
大
阪
販
売
事

務
所
の
安
武
裕
高
所
長
が
市
場
・
買
参
人
を
前
に
今
シ
ー
ズ
ン
の
ブ

ド
ウ
販
売
ス
タ
ー
ト
の
挨
拶
を
し
て
活
気
付
け
、
昨
年
よ
り
高
い
相

場
に
人
気
の
高
さ
が
象
徴
さ
れ
ま
し
た
。

ハ
ウ
ス
栽
培

シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
の

出
荷
が
始
ま
り
ま
し
た
！

セリ前にあいさつをする安武所長
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こ
の
春
は
寒
暖
の
差
が
大
き
く
、
4
月

に
入
り
気
温
が
低
か
っ
た
こ
と
、
ま
た
時

な
ら
ぬ
雪
も
降
り
、
平
成
最
後
の
花
見
は

長
く
楽
し
め
た
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

元
号
が
30
年
続
い
た
「
平
成
」
が
終
わ

り
「
令
和
」
へ
と
変
わ
ろ
う
と
し
て
お
り

ま
す
。
平
成
時
を
思
い
返
せ
ば
震
災
、
台

風
・
天
候
不
順
に
よ
る
災
害
な
ど
、
私
た

ち
の
農
業
へ
も
大
き
な
影
響
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
規
制
改
革
の
名
の
下
、
農
協
組

織
へ
の
圧
力
が
強
ま
る
と
と
も
に
、
市
場

開
放
が
す
す
ん
で
き
た
こ
と
が
記
憶
に
あ

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

最
近
で
は
、
プ
ロ
野
球
選
手（
大
リ
ー

ガ
ー
）
イ
チ
ロ
ー
が
現
役
引
退
し
た
こ
と

は
寂
し
い
か
ぎ
り
で
す
が
、
Ｊ
リ
ー
グ
で

は
世
界
最
年
長
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
選
手
の
三

浦
知
良
氏
が
現
役
続
行
中
と
体
力
の
す
ご

さ
に
感
服
で
す
。
サ
ッ
カ
ー
と
い
え
ば
松

本
山
雅
は
４
月
６
日
に
イ
ニ
エ
ス
タ
選
手

他
ス
タ
ー
選
手
が
揃
う
ヴ
ィ
ッ
セ
ル
神
戸

戦
に
勝
利
し
た
こ
と
が
、
驚
き
と
嬉
し
さ

で
い
っ
ぱ
い
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
、
今
後

に
期
待
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

　

こ
れ
か
ら
農
繁
期
へ
と
入
っ
て
い
き
ま

す
が
、
新
元
号「
令
和
」
が
良
い
ス
タ
ー

ト
を
切
れ
る
よ
う
、
花
壇
に
花
を
い
っ
ぱ

い
植
え
よ
う
と
準
備
し
て
い
ま
す
。
皆
様

も
暖
か
く
な
っ
て
く
る
と
は
い
え
、
体
調

に
十
分
気
を
つ
け
て
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

 

（
Y
）

区分
部門 実　績 計画比 前年比

米 穀 18,978 99 96 
果 実 35,784 100 104 
野 菜 花 き 66,979 102 112 
野菜種苗センター 221 100 100 
き の こ 19,722 84 93 
営 業 13,754 89 100 
生 産 販 売 部 計 155,438 97 104 
包 装 資 材 8,505 93 94 
生 産 資 材 15,393 101 102 
農 業 機 械 7,464 107 96 
施 設 住 宅 5,237 106 113 
生 産 購 買 部 計 36,600 101 100 
畜 産 13,686 111 100 
三 岳 牧 場 318 105 96 
SPF繁殖センター 301 102 110 
酪 農 19,057 105 98 
八 ヶ 岳 牧 場 237 72 80 
畜 産 酪 農 部 計 33,599 107 99 
燃料・ホームエネルギー 27,354 113 104 
Ｓ Ｓ 協 同 経 営 11,419 112 107 
生 活 11,911 96 95 
生 活 部 計 50,685 108 102 
長 野 県 本 部 計 276,322 101 103 

平成30年度3月末部門別実績表
JA全農長野の事業現況▶

(単位:百万円,％)

（内部販売高含む）

「信州の食パン」新発売

5月の動き▶
4/27（土）～
6/16（日）

長野県産レタス・アスパラガス
キャンペーン 野菜花き課

5/4（木・祝）
松本山雅FCホームゲーム
きのこPRイベント
松本市・サンプロアルウィン

きのこ課

5/11（土）
全農杯 平成31年度 全日本
卓球選手権大会長野県大会
飯山市民体育館

総務広報課

平成30年度　定年退職者紹介

平成31年度　新採用職員紹介

■２列目左から　　込山瑛那、中村太治、涌井達哉、原田素輝、宮﨑泰輔、小池隼仁、中洞章 
■１列目左から　　 青木典子、佐藤管理部長、嶌田副本部長、豊田副会長、雨宮会長 、小林本部長、湯本副本部長、  

浦野人事課長、櫻井涼香
 対象者は太字で表記

■３列目左から　　佐藤正彦、小林春夫、近藤亨、萩原学、山﨑進 
■２列目左から　　 内田正俊、永井俊幸、上原幸登、真島利光、丸山真理子、中島善彦、萩原裕一、沖村俊彦 
■１列目左から　　 吉川伸一、中島進、嶌田副本部長、豊田副会長、雨宮会長、小林本部長、湯本副本部長  

三石則孝、林裕秀
 対象者は太字で表記

「長野県の生産者・企業による、長野県の消費者の為のパン
作り」をテーマに、原料の小麦は１００％長野県産にこだわり、
生産・加工・販売の一連のサイクル全てを長野県内で行う、
一歩踏み込んだ地産地消の「信州の食パン」が新発売！
イーストフード、保存料、安定剤を使用せず、柔らかさが長
持ちする方法で製造、毎日食べても飽きないシンプルな味
と食感に仕上げました。
4月11日（木）より、長野県A・コープ全27店舗で発売中です。

【皆様のお手元に届くまで】

地
元
の
生
産
者

➡
Ｊ
Ａ
、全
農
長
野

➡

地
元
の
加
工
業
者〔
柄
木
田
製
粉
㈱
〕

➡

地
元
の
二
次
加
工
者〔
㈱
デ
リ
ク
ッ
ク
ち
く
ま
〕

➡

地
元
の
ス
ー
パ
ー〔
㈱
長
野
県
Ａ・コ
ー
プ
〕
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JA全農長野ホームページ https://www.nn.zennoh.or.jp

インターネットで産地直送「JAタウン」 https://www.ja-town.com
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